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(I) 研究の概要 : 熱核の情報幾何（伊藤光弘教授，宍戸雄一氏との共同研究）

n次元完備 Riemann多様体 (X, g)上の熱核 H(t, x, y)を用いて，X から X 上の確率測度全体
のなす空間 P(X)への写像 ϕt : X 3 x 7→ H(t, x, y) dvg(y) ∈ P(X)が定義できる．P(X)上には
Fisher情報計量と呼ばれる Riemann計量GF が存在する．(X, g)が階数 1非コンパクト型対称空
間のとき，ϕt が相似的であることを示した [2]．つまり，ϕ∗

t GF = C(t) g となる関数 C(t)が存在
する（この結果は調和的 Hadamard多様体に対して成立することがわかっている）．また，(X, g)

が Damek-Ricci空間のとき，nC(t)が Shannonのエントロピーと呼ばれる情報量の時間微分のに
等しいことも示した [3]．
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(III) 口頭発表

(1) 階数 1非コンパクト型対称空間の熱核と Fisher情報計量, 日本数学会秋季総合分科会, 2007

年 9月 21日, 東北大学.

(2) Poisson核，熱核と Fisher情報計量, 大阪市立大学数学研究所ミニスクール「情報幾何への
入門と応用 II」, 2007年 12月 23日, 大阪市立大学.

(IV) 海外渡航 なし

(V) 教育活動

• 微積分 I演習（理工学群 物理学群 1学期）
• 微積分 II演習（理工学群 物理学群 2学期）
• 線形代数 II演習（生命環境学群 地球学類 2学期）
• 微積分演習（生命環境学群 生物学類 2学期担当）
• 微積分 III演習（物理学類,化学類,地球学類 3学期）

(VI) その他の活動

• 数学系計算機委員，ホームページ委員（数学系 webサーバーの管理）．
• 筑波大学微分幾何学火曜セミナーの web サイトの管理．


